On the Law Instruction including Constitution (2 Units) at the General Education of University by Tawa, Schunsuke
「現在の大学教養課程における
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 し め に





第 二 章 法に強制力をみとめる根拠 (制裁など)













































































































って,「裁可」「希望されたとおりになさるべし」イ を示 し, この請願が「正しきは,正しきが
故に行ゎるべし」という英国の法理を形成し, さらに,「国工は,不正(法)は行なわない」―The











―,規範性 4. 違反者に対 して,制裁を加える。たとえば,刑法犯に対 しては,刑罰 (死刑,
懲役,禁錮,罰金,拘留,科料)を科する。つ



































には,その服務上の義務違反に対して,免職, 停職, 減給, 戒告の懲戒処分がある (82, 地公
29)。懲戒は任命権者がその判断によリー 定の手続を経て行なうのを原則とする。ω ただし,裁判














ものであり,行政罰の一種として,商法 (48,22),戸籍法 (120～425), 独占禁止法, 銀行法 (
55,56),民事訴訟法 (269～277)等,公私の各法にゎたり広く認められており, 地方自治法にも







































































室典範を制定することに依り哺0', さらに,新憲法8条,88条と皇室経済法, 2条, 4条, 6条,





























ことにつきるようであり, この理念を貫 くための制度として,選挙権, 被選挙権の払大強化28),第
























といえるであろう。例をイギ リスにとると,1852年,67年,84年と選挙法 (Reform Act),1918
年 (Representation of the People Act)1923年の改正という形で,国民の広い層に国政参加の
機会をひろげていっており,身分,財産に依る差別を撤廃することにより,立法権を庶民の手に移
していったといえる。 いわゆるベンサム (」eremy Bentham)の最大多数の最大幸福の法律,政
治上の実現といってよいであろう。
憲法は,それが, 自由主義,民主主義,の要求をみたすものとして制定される場合,上の条件を




ば,バー ジエア権別宣言 (1776年)は,「すべて権力は人民に存 し, したがって人民に由来するも
のである。行政官は人民の受託者であり,かつ公僕であって,常に人民に対 して責任を負うもので


































権思想,法以前の法という概念とは,よほど遠いものであった。古く, イギ リスの 4215 6 15の
































































































つぎに国家権力の行使を違法と適:法, 正当と不当という風に分 類 してみると, 私的紛争の復
仇38)ゃ避難39),内乱40),暴力革命41),犯罪は,すべて違法であり,法の定立,法の執 行,法の宣
言,外交交渉,批評,宣伝,ゼネスト,戦争,中傷,デマ等は,法の枠内をこえなければ,適法に































































































なる。 ゎが国の憲政が, 中央においては, 議院内閣制 (Parliamentalism)とぃゎれるのはこの
ためである。 このことは国家権力のにない手が単 一で あ ることをやめて, 少 くとも二者に分立
(SeparatiOn Of powers)の状態にしておくことが基本権確保に通ずるとするMOntesquё以来
























































居住権との問題,交通,宅地造成と文化財保護, 公務員, 準公務員の多議行為の正当, 不当, 適














































法と実定法は調和すべきものである, という トー マスの見解が基になったようである。
これに対 し,経験主義や実証主義の考え方は,法としてあるものは,すべて,実定法かぎられ,







O成文 法 と 慣 習 法(締ia)
実定法は,原則として,国家の立法作用によって制定され,国家の司法作用によって保障されて
いる成文法すなゎち,文字で書きあらゎされた文書の形式をそなえた法形式をとる。 しかし,社会




















点, 公法と異るところはなく, 国家作用にむすびついている。 (利益説)の立場は, 国家あるい
は,社会の公益をまもる法は公法で,私人としての国民の利益をまもる法は私法であるとする。





務員特例法は,国家公務員法,地方公務員法に対する特別法であり,公共 企 業体 労働関係調整法
は,労働組合法に対する特別法であるといえる。














































































「現在の大学教養課程における (憲法2単位を合む)法学教育について」  59





































を規律する商法, 雇備者間の労働条件を規律する労働法などが, 機能面からは考えられる。 しか
し,法の精神は, どこ迄も,憲法の基本権の尊重の下に,公共の秩序維持と,福祉の増進にあるの



























「現在の大学教養課程における (憲法2単位を含む)法学教育について」  41
のみである。実行に着手さえしていない状態のものは,予備,陰謀と称 し,特にこれを構成要件と







































































O 王 J巳 と
犯罪は一行為者が犯し,その刑責を問うのを原則とする。しかし,賄路罪のように, は じめか












従犯 (帯助犯)とは,正犯を将助する意思, と行為をもって,科助した者である (62)。

































































































































① 元本を領収し又は之を利用すること ② 借財又は保証をなすこと O不動又産は重要なる動産
に関する権利の得喪を目的とする行為をすること ④ 訴訟行為をなすこと ⑤ 贈与,和解又は仲
裁契約をなすこと ③ 相続を承認し又は之を弛棄すること ⑦ 贈与若 く1ま遺贈を拒絶し又は負担
付の贈与若 くは遺贈を受諾すること ③ 新築,改築,増築又は大修繕をなすこと ③ 40年をこえ
る山林の賃貸借(樹木の栽植又は伐採を目的とする), 5年をこえるその他の土地の賃貸借, 5年を




















人は, 自ら思考し,その意思を発表 し,その表示を信頼 したものに対 し責任を負うのが本然の姿
である。一たん意思を発表 しておきながら,あれは嘘だった, じょう談だった,思いちがい,勘ち



















































































































う。 しかし最も重要なものは, 裁判官の令状なしには, 現行犯以外逮捕されず (55), 理由なし
に,かつ弁護人依頼権を与えない状態で抑留拘禁されない (54),住居は特定の場合以外侵かされ
ず (55),拷間,残虐刑の禁止 (56),正当手続,罪刑法定主義の保障 (59)などの刑事上の自由
権であろう。これらはすべて,合衆国憲法修正条項や,欧州の憲法に古くから規定されていたので
あるが,わが国が,憲法にうたったことは,基本権の尊重として,きわめて意義ぶ か い ことであ
る。








5.内閣 に つ い て
行政権は,内閣に属する (65)とされる。
現行憲法の内閣は, イギ リス流の議院内閣制を採用 しており,すべての案件に先立って,首長た
る内閣総理大臣が,国会議員の中から,国会の議決で指名され (67①),総理大臣は,国務大臣を
任命するが,過半数は,国会議員の中から選ばれなければならなぃ (68①)から,行政機関のメン












































































局)→各都道府県知事 (高等官1, 2等の勅任内務官僚)によって統治される国 の機 関であり,
市,町村はさらにその下部機構として,徴兵,戸籍などの国の事務を行ない,警察事務は全 く国の
掌握するところで,内務大臣→ (内務省警保局長)→各都道府県知事 (東京都のみは警視総監)→
各都道府県警察部長 (軍隊の一部に属する憲兵がこれを補佐する)※ という中央集権形式で,各
都道府県の警察官は,巡査部長,巡査にあっては判任官を以て,待遇される公吏であった。また,
教育についても,都道府県立の学校 (旧制中学,旧制高女,師範など)に勤務する教諭,市町村立
の学校 (旧制尋高小,国民学校など)に勤務する訓導は,いづれも奏任または,判任を以て待遇さ
れる官吏であった。
こうした事は,財政,行政の固有の面に多少の自治を都道府県,市町村会の議決にゆだねていた
としても,きゎめて名目的であったといえるのである。
現行憲法は,従来の官治行政から,広はんな自治行政への転換をはかったといえる。すなゎち,
現行憲法第八章において「地方公共団体の組織及び運営に関する事項は,地方 自治 の本旨に基い
て,法律でこれを定める」とし,従来の府県会のような規則による定めを排斥 しているのである。
このため,組織運営に関する総括的なことは,地方自治法で,財政については,地方財政法で,
※ 杉村章二郎,行政法要義下巻有斐閣昭和29年る月15日初版第二刷P,114参照
「現在の大学教養課程における (憲法2単位を合む)法学教育について」
交付税については,地方交付税法で,地方公務員については,地方公務員法で,教育行政について
は,地方教育行政の組織及び運営に関する法律で定め, これらを担保するために,国家行政組織法
46条①は「各大臣が地方公共団体の長に対 してなす命令,示達その他の行為について,地方自治の
本旨に反するものがあると認めるときは,当該地方公共団体の長は,その旨を内閣総理大臣に申し
出ることができ,その申出に理由があれば,内閣総理大臣は,50日以内に調査を行い,関係各大臣
に対し,必要な指示をなし,その他適当な措置を講ずる」ものとしている。
こうしたことは,国の後見と助成の下に,地方自治の本旨が貫かれるべきことを意味しており,
その行政事務は,公共事務,法律政令により普通地方公共団体に属するとせられる事務 (固有事務
)のほか,当該区域内におけるその他の公事務で国の固有とされるもの以外のすべてに及び得ると
されるのである (地方自治法2条)逆にいえば,司法事務,刑罰及び国の懲戒に関する事務,国の
運輸通信に関する事務,郵便に関する事務,国立の教育及び研究施設に関する事務,国立の病院及
び療養施設に関する事務,国の航行,気象及び水路施設に関する事務,国立の博物館及び図書館に
関する事務のほかは処理できると解釈されることになる (地方自治法2条⑩)そのためにまた国の
事務でありながら,都道府県知事,市町村長に委任される事務 (同法148①～③)があって, これ
らを執行する場合,当該地方公共団体の長は,国の機関と看独されるから, これに対 して,国の監
督命令があるのは当然である (同法150,146)。
地方公共団体は, このように,広はんな自治事務をみとめられており, これを執行するために,
法律のわく内で条例を制定することができる。 (憲法94)「条例」は,「命令」と同格であり,法
律の下位にあるものであるが,規則,処分より上位であるから, 自治立法権といわれる。さらにそ
の条例の制定をするために議会を設け (憲95①)るが,制定された条例の執行をする地方公共団体
の長 (都道府県知事,市町村長)は,国の場合と異なり,住民の直接選挙であることは注意を要す
る。このシステムは,合衆国大統領と国会の関係に似ているので大統領制 (Presidential System
)と呼ばれるものであるが,ゎが国の憲法体制が中央においては, 英国流の議院内閣制 (Parlia‐
mentalism),地方においては三権分立の変形たる大統領制といわれるのはこのためである。
以上は,鳥取大学教養部において講述し,また今後の講義案として,考えたものである。今後の
学生の反応を観察 し,場合によっては,民法 (物権,債権)を,憲法下の財産私有関係としてとら
えたり,刑事手続と人権を刑訴法と憲法の関係でとらえることも必要になるかもしれない。
御批判を仰げれば幸いである。

